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 遷移金属ダイカルコゲナイドは，元素の違いにより様々な超周期構造を形成する． 

1T-CrSe2は，180 Kと 160 Kで相転移すると同時に超周期構造を形成する[1]．近年，小林

等によって単結晶試料の合成が可能となり，詳細な磁化率測定や構造解析がなされた[2]．

その結果，この超周期構造は部分的な Cr4+から Cr3+への価数変化と Cr4+による軌道秩序化

によってもたらされる可能性が示唆された．我々は軌道秩序の実空間観察を行うために，

4.2 K で STM/STS を行った．その結果，STM 観察から電子線回折実験と一致する超周期

構造の観察に成功した．また，STS 測定から，電子状態が STM 像と同じ周期で変調して

いることを見出した．本講演では，これらの結果を踏まえ，軌道秩序の可能性を議論する

予定である． 
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